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はじめに
2021年１月のリトルリーグ公認規定・トーナメント規則およびガイドラインの

変更で、幣協会主催の国際トーナメント３大会（メジャー、インターミディエッ

ト全日本選手権、ジュニア部門日本予選＝連盟主催の予選を含む）におけ

る１リーグ複数トーナメントチームのエントリーが可能になりました。選手携

行書類は以前予選前に協会でチェックしましたが、2024年より連盟でチェッ

クをお願いします。全国大会前には協会がチェックします。同時点で不備な

どが判明した場合は、失格の可能性もあります。また2025年より提出書類

は申請承認書と「国際トーナメントチーム登録書」（英文書類ですが記入は

日本語で行います）になりました。提出もPDFでのメール送付（以前は郵

送）でお願いします。
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エントリーにはDA(ADA)承認が必要
複数チームのエントリーには必要な手続きがあります。そのなかでもっとも大事なのが

地区責任者（以下DA）による承認です。規則（本書12ページ）にあるように「公平で偏

りのない」チーム分けが行われていることをDA（またはADA)が確認し、承認した場合

のみ複数チームの参加が可能になります。これは2023年以前と変わりません。条件

は以下

① 国際トーナメントチーム登録に関する書類を連盟へ提出。連盟は照査後、日本

協会へPDFでメール送付、提出。連盟（ブロック）予選（初戦）２週間前までに間に合う

ように提出

② １チームは１２選手以上（日本地区独自）

③ 公平で偏りのない配分であること（別掲）
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提出に必要な書類
連盟（ブロック）予選、初戦の２週間前までに日本協会に届くように連盟に提出。連盟
は照査した後、日本協会にPDFでメール送付しDA(もしくはADA)の審査と承認を受
けます。

必要な書類は１トーナメントチーム分それぞれ必要です。必要書類は以下。

〇複数チーム出場 申請・承認書（HPよりダウンロード）

〇国際トーナメントチーム登録書（2025年より＝連盟、リーグに協会より配布（HPより
ダウンロード）もしくはデータセンターよりダウンロード＝記載方法は追って連絡

※携行書類、バンダリー地図（選手居住配置済）は予選段階では連盟がチェックしてく
ださい。（全国大会前に日本協会が再チェックします）

※救済選手 規則Ⅱ（バンダリーの変更、引っ越しなど）、規則Ⅳ（リーグ役員、指導者
の子息など）は必ずシーズン前に協会へ申請しDA承認を受ける

4



提出が必要な書類①（申請・承認書）
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参加申請・承認書に必要事項を記入の
上、リーグ会長、連盟理事長の署名（い
ずれも必ず直筆＝電子署名でも可）を得
て日本協会に国際トーナメントチーム登
録書とともに提出する。

日本協会はDAの電子署名を加えて、
リーグ、もしくは連盟（リーグ）にPDFで
返信控えは日本協会で保管する

右は記入例。連盟、リーグ、チームなど
は架空です。申請・承認書は日本協会
公式HPよりダウンロード可能（予定）
※見本は2022年版です



提出が必要な書類②（携行書類は配布済資料参照）

国際トーナメントチーム登録書 （書類は英文、記入は日本語で）記入方法は追って連絡
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国際本部データセンターもしくは協会公式HP（記入見本も）よりダウンロード可能。



注意するべき点
〇故障などやむ得ない事情を除いて初戦から全国大会、WSまで登録者の変更、交換

は原則不可 （故障など、やむ得ない場合は申請が必須）

〇登録者が上記の理由などで離脱した場合、申請により補充は可能だが、補充した登

録者を外すことはできない（復帰を見込むなら登録枠は空けておく）

〇トーナメントチーム登録時に12選手未満のチームは承認しない（いずれのトーナメン

トチームも）

〇以上の件で、不正、事実と異なることが判明した場合、全国大会連盟代表枠の削除

やDAが国際本部公認委員会へ当該リーグの公認取り消しを提案することがある

〇申請が遅れたリーグ、チームに関しては承認をしない（申請なしで連盟予選を行った

場合は、無資格のトーナメントチームとして、連盟代表枠を削除することがあります）
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その他必要となること
〇呼称 リーグ名が「●●」の場合 「●●Ａ」「●●Ｂ」「●●Ｃ」

「●●＋〇〇」

〇記録 連盟公式記録は上記のように「●● Ａ」「●●＋〇〇」と表記

〇ユニホーム 全国大会ではリーグのユニホームが必要（メジャーのみ）

全国大会パンフレット用にはリーグのユニホーム着用で撮影（同上）

〇離脱者が出た場合

早急に連盟、日本協会へ連絡する。故障の場合は診断書の

写しを送付。新たに資格選手と入れ替えする場合も同様に申請。
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公平でバランスのとれたチーム編成

「バランスのとれたチーム編成」とは 以下の条件などがあります。

〇年齢の選手構成が偏っていないこと

〇チーム振り分けに関しての明確な基準があること

例 旧リーグでのメンバーで構成

例 アルファベット順、あいうえお順、誕生月で無作為に振り分け

※１軍、２軍のように明確な力量差、リトル年齢の違いに基づいた形での編成は「バラ

ンスを欠いた編成」として承認を得られないことがあります
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Q＆A①

Q 携行書類は連盟代表となった場合、全国大会前に提出は必要ですか？

A 必要です。全国大会前に携行書類は日本協会にご提出（レターパック郵送）くださ

い。日本協会が予告なく点検することがあります

Q 故障などにより１２人から１０人のメンバーとなりました。大会参加継続が可能？

A やむ得ない事情が発生した場合、その事情を示す客観的書類を添えて連盟、日本

協会へ連絡ください

Q 同リーグで敗退したチームからの補充メンバーは認められますか？

A 認められません。いったん他チームで登録した選手は補充メンバーになりません
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Q＆A②
Q 退団は、「やむ得ない事情」となりますか

A なりません。トーナメントに出場する選手の保護者などとの意思確認（WS決勝＝現

地８月24日まで出場できるのかどうか）を各リーグで必ず行ってください。退団を理由に

したメンバー減は、原則的に減員での強化とみなしますので、ご注意ください。

Q 学校行事や、冠婚葬祭などの試合欠席はどうなりますか？

A  上記を客観的に証明できる書類をそろえて、故障時と同様に連盟（予選管理者）、

協会（全国大会管理者）に提出します。審判、連盟、主管連盟がそれを共有し、対戦相

手に伝えた上で試合開始となります。欠席はあくまで一時的なものなので入れ替え選

手を入れることはできません。WS決勝に間に合わない故障などでは、当該選手を外し

た（いったん登録を外すと復帰できません）上、資格のある入れ替え選手（携行書類が

すみやかに提出できる選手）を補充してください。
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関連規則

トーナメント規則とガイドライン「トーナメント編成」

「チーム」

各登録リーグはチームとして参加することができる。代理は許されない。

(以下注、2021年の改定により追記）

注：各リーグは、各チームが公平で一方に偏らずバランスが取れていると判断できれ

ば、地区責任者の承認を得て、複数のトーナメントチームをエントリーできる。
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